
学年
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

TOEIC対策
TOPIK対策

英作文演習

TOEICⅠ
TOEICⅡ

リーディング

フレッシャーズ教育
通訳ガイド

手話

エンタメで学ぶ韓国語

英語で観光地紹介

国際ビジネス

科目名
Grammar ／英作文基礎

オンライン英会話
英会話

TOEIC

エンタメで学ぶ英語
コンピュータ

リーディング
TOEIC

就職活動講座
SPI言語
SPI非言語

英語表現法
TOPIK対策

英検対策Ⅰ・Ⅱ

ビジネスマナー

韓国語会話
企業実習Ⅰ

オンライン英会話
英会話

通訳ガイド

コンピュータ

国際ビジネス
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 Grammar/英作文基礎 C

担当講師（フルネーム） 日髙　郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
中学英語の基礎文法から高校卒業時までの文法を総復習

授業形態 講義
英検やTOEICに対応できるようイチから学びなおす

到達目標 基礎文法から高校卒業レベルまでの応用文法を総復習する※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

使用テキスト EEvveerryyddaayy  EEnngglliisshh  GGrraammmmaarr  <<FFoouurrtthh  EEddiittiioonn>>　　大大学学生生ののたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン英英文文法法  【【改改訂訂44版版】】  　　ププリリンントト等等

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 現在進行形

Be動詞+〜ingの使い方

受動態を使う時のシチュエーションを学ぶ

2回 過去形

Be動詞、一般動詞それぞれの過去形

不規則変化動詞を覚える

3回 疑問文

5W1Hを使った疑問文

付加疑問文、否定疑問文と答え方

4回 助動詞

助動詞の使い方

7回 名詞・冠詞

名詞の種類

名詞の数と複数形

冠詞の基本用法

6回 接続詞

接続詞の種類と働き

等位接続詞と従位接続詞

5回 受動態

能動態と受動態

9回 不定詞

不定詞の3つの訳し方と文章の作り方を学ぶ

8回 前置詞

前置詞とは

前置詞が作る句の働き

動名詞の使い方

12回 現在完了形

現在完了形の作り方

現在完了形を使う時のシチュエーションを学ぶ

11回 比較

比較級、最上級

　

10回 動名詞

13回 過去完了形

過去完了形の作り方

過去完了形を使う時のシチュエーションを学ぶ

15回 後期の総復習

期末テスト返却

後期の復習

14回 期末テスト

期末テスト（授業中に期末テストを行います）
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

TOEICミニ模擬テスト

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 総復習

模擬テストの解答、解説

出題傾向を詳しく理解する

TOIEC問題の総復習

模擬テスト
（解説・説明）

関連語彙

模擬テストの解答、解説

期末テスト（授業中に期末テストを行います）

模擬テストの解答、解説

出題傾向を詳しく理解する

単語テスト

理解度の確認

Unit R-７
（広告・チャット）

単語テスト

広告・チャット問題の解き方・練習問題

8回
Unit L-６

（機能別疑問文）

9回 出題傾向を詳しく理解する

15回 期末テスト

Unit L-５
（平叙文・意外な応答）

Unit R-６
（長文穴埋め問題）

長文穴埋め問題の解き方・練習問題

7回

10回
模擬テスト

（解説・説明）

単語テスト

関連語彙

機能別疑問文のリスニング問題の解き方・練習問題

模擬テスト

代名詞・関係代名詞文の解き方・練習問題

5回
Unit R-５

（代名詞・関係代名詞）

単語テスト

関連語彙

平叙文・意外な応答文のリスニング問題の解き方・練習問題

単語テスト

関連語彙

6回

前置詞・接続詞文の解き方・練習問題

関連語彙

単語テスト

Yes/No疑問文・その他の疑問文のリスニング文の解き方・練習問題

単語テスト

関連語彙

単語テスト

2回
Unit L-３

（疑問詞疑問文）
関連語彙

疑問詞疑問文のリスニング問題の解き方・練習問題

単語テスト

テーマ 授業内容

前期期末試験の解説

1回 オリエンテーション 後期授業および成績評価の説明

無担当講師（フルネーム） クスタース妙子

到達目標 各自のTOIEC目標スコアを達成する。

使用テキスト Key Strategies For Success on the TOEIC L&R Test Level500, TOEIC出る単特急銀のフレーズ

TOIECに特化した文法を基礎から復習し、語学力を高める。

語彙量を増やし、音読やシャドーイングによりリスニング力を強化する。
授業概要（内容）

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 TOEIC C

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験50％　平常点(単語テスト）30％　出席点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

出題傾向を詳しく理解する

4回
Unit L-４

（Yes/No疑問文・その他
の疑問文）

3回

11回

12回
模擬テスト

（解説・説明）

Unit R-４
（前置詞・接続詞）

関連語彙
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 オンライン英会話 C

担当講師（フルネーム） 猪口　明日香 無

授業概要（内容）
与えられたテーマについて講師と会話しながら文法の習熟をはかる

授業形態 講義＆演習
自分の話したい内容を英語で考え、実際の会話のように「即興性」を学ぶ

到達目標 高校範囲の文法をスピーキングに役立たせる／質問に対して付加情報を加えて話せるようになる

使用テキスト 予習・復習プリント

成績評価方法
・オンラインレッスン評価70％　平常点30％（出席点＋スキル別トレーニング）

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回
高校英文法　for

スピーキング

Lesson16

Advanced:  否定をあらわす表現/ Standard:  接続詞

Essential:  受動態

2回
高校英文法　for

スピーキング

Lesson17

Advanced:  目的・結果をあらわす表現/ Standard:   仮定法

Essential:  現在分詞・過去分詞を使った表現

3回
高校英文法　for

スピーキング

Lesson18

Advanced:  程度・様態をあらわす表現/ Standard:   関係詞①－関係代名詞・接触節

Essential:  不定詞１と動名詞

4回
高校英文法　for

スピーキング

Lesson19

Advanced:  説明を足していく表現①/ Standard:  関係詞②－関係副詞など

Essential: 不定詞２

5回
高校英文法　for

スピーキング

Lesson20

Advanced:  説明を足していく表現②/ Standard:  知覚動詞と使役動詞

Essential: 不定詞３

6回 トピックトーキング

Lesson1

中級： 学校

初級： 自己紹介

7回 トピックトーキング

Lesson2

中級： 人気のもの

初級： 学校

8回 トピックトーキング

Lesson3

中級： イベント

初級： 好きなもの

9回 トピックトーキング

Lesson4

中級： 生活

初級： 日常生活

10回 トピックトーキング

Lesson5

中級： 若者文化

初級： 放課後

11回 トピックトーキング

Lesson6

中級： 食

初級： 食べ物

12回 トピックトーキング

Lesson7

中級： 学習

初級： 学校行事

13回 トピックトーキング

Lesson8

中級： 娯楽

初級： 家での生活

14回 トピックトーキング

Lesson9

中級： 健康

初級： 英語

15回 トピックトーキング

Lesson10/スピーキングテスト

中級： 国

初級： 健康

レベルによって内容は異なる

高校英文法：

Advanced/ Standard/ Essentiaｌ

トピックトーキング

中級/ 初級
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1年 学期 後期のみ

クラス
実務経験

Presentation practice in groups

Pairwork: Simulated Tour Around the School. 

対象学年 学科 国際ビジネス科
科目名 英会話 C

担当講師（フルネーム） Patricia Brown 無

授業概要（内容）
We will research and learn about Japan andJapanese culture. Students will 

授業形態 講義
give presentations.Our focus is to get students to use English in role play.

到達目標 No textbook. Handout will be given to students.
使用テキスト

成績評価方法
個人発表50％グループの発表20％ 平常点30％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施
テーマ 授業内容

1回
Attractions of

Fukuoka

Introduction and explanation of this semester's goals
Teaching useful phrases to be used when explaining factual
Introduction of the concept of a Storyboard.

2回
Attractions of

Fukuoka

Continue working on storyboard; Students research respective
chosen locations
Explanation of how to give a presentation in English.

3回
Attractions of

Fukuoka

More group presentation practice
Final presentations by groups in front of the class.

4回 Omotenashi
Introduction and explanation of Ometenashi
The history of Furoshiki
Demonstration and practice of wrapping various-shaped

5回 Omotenashi

Introduction of focus: Japanese etiquette / Useful phrases for
giving instructions. (Dos, Dont's & Don't Have Tos)
Group work: Research and make a presentation explaining
one area of Japanese etiquette to a foreigner.
(Examples of Japanese etiquette: Introducing yourself formally
and casually, using chopsticks etc.)

6回 Omotenashi
Students make a PowerPoint presentation of their chosen
Practice in their group.
Final ppresentation by groups in front of the class.

7回 Tourguiding
Introduction of focus: Tourguiding.
Explanation of the three stages of tourguiding: Start, During
Useful Phraes and Vocab - Introduction and Practice

8回 Tourguiding

Group work: Students choose one area in Japan for their tour
Students research various sightseeing spots and gather
relevant information about them.
Students create a PowerPoint presentation explaining to
tourists about the tour itinerary and rules.

9回 Tourguiding

Explanation of giving details about places during the tour and
including handling questions.
Useful Phraes and Vocab - Introduction and Practice
Group work: Students research and start planning the route of

10回 Tourguiding

Group work: Students continue planning the route of their tour.
Group work: Students use their PowerPoint presentation to
take the class on a virtual tour.
Group work: Students answer questions from the resst of the

11回 Tourguiding
Explanation of ending the tour.
Useful Phrases and Vocab - Introduction and Practice
Group work: Students use the language learned to end their

15回 Tourguiding Students take their classmates around the school

12回 Tourguiding

Pairwork: Students reseach and plan a tour from beginning to
the end including pictures.

13回

14回 Tourguiding

Pairwork: Students continue to reseach and plan a tour from
beginning to the end including pictures.
Pairwork: Students practice their tours

Tourguiding

Pairwork: Students continue to reseach and plan a tour from
beginning to the end including pictures.
Pairwork: Students practice their tours

− 166 −



2年 学期 後期のみ
クラス

実務経験

4回 Two Day Tour

3回

Present three day tours

Prepare for four day tours

6回

7回

8回

9回

Prepare for three day tours

Prepare for two day tours

Present two day tours

対象学年 学科 国際ビジネス科
科目名 英語で観光地紹介 C

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

無担当講師（フルネーム） Patricia Brown

到達目標 Our goal is to be able to explain tours and describe what places in English.
使用テキスト NONE  I will give you handouts

We will plan tours all over the world for
different periods of tiem

授業概要（内容）

15回 Five Day Tour

テーマ 授業内容
Introduce syllabus

Present one day tours

Four Day Tour

Prepare for three day tours

Three Day Tour

Three Day Tour

Three Day Tour

11回

12回 Five Day Tour

One Day Tour

1回 Orientation

Present 5 day tours

Present four day tours

Prepare five day tours

Five Day Tour
Prepare five day tours

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 Five Day Tour

Prepare for four day tours

Present five day tours

10回

Four Day Tour

Prepare five day tours

Explain class and lesson flow

Prepare for one day tours
2回 One Day Tour

Four Day Tour

5回 Two Day Tour
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

模試

ライティング

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験対策

読解問題

リーディング

文法解説

読解解説

文法問題

Part7(2)

2文書参照問題の解き方

Ｅメール、記事を読む

TOEIC S&Wテストの案内

ウェブページ、用紙を読む

文脈を意識して読む

練習問題

語彙問題

スピーキング

Part7(5)

ダブルパッセージ

記事とＥメール

8回 Part7(1)

9回 Part1/Part2/Part3/Part4

15回 TOEIC　S&W

Part5(4)

Part5(6)

分詞の形と用法を理解する

7回

10回 模試解説

Part7の攻略の基本を学ぶ

短い文章から取り組む

広告・Eメールを読む

リスニング模試

名詞・動詞・形容詞・副詞

5回 Part5(1)

関係代名詞

先行詞が人か物かをチェックする

答え合わせと解説

主格・目的格・所有格の判別

準動詞の形と役割を理解する

不定詞・動名詞の練習問題

6回

選択肢を読む

設問の順番に沿ってヒントを聞き取る

Part４の攻略の基本を学ぶ

会議の抜粋やスピーチを聞く

Part5の攻略の基本を学ぶ

品詞問題

Yes/No疑問文

2回 Part2(2) 付加疑問文

平叙文

設問を先に読む

テーマ 授業内容

授業の進め方、評価方法の説明

1回 Part1

人物、風景と物、乗り物についての表現

写真をチェックする

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 挽田雅子

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

TOEIC頻出の文法事項を理解する。
授業概要（内容）

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅰ ACMP①

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

頻出語彙

練習問題

4回 Part4(1)

3回

11回

12回 Part7(4)

Part3(2) 設問の意味を単純化する
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回 期末試験（予定）

Part5/Part6/Part7

単語プリント

15回 まとめと復習

期末試験のフィードバック

文法・語彙問題

読解問題

12回 Part7(3)

テキストメッセージ

意図問題の解き方

パンフレット

13回 Part7(6)

トリプルパッセージ

議題・お知らせ・テキストメッセージ

報告書・Eメール・広告

10回 模試

リーディング

Part5/Part6/Part7

答え合わせ

11回 IPテスト対策

リスニング対策

リーディング対策

頻出語彙

8回 Part5(5)

代名詞・限定詞

適切な格を判断する

可算名詞・不可算名詞

9回 Part6

Part6の攻略の基本を学ぶ

設問を分類する

文法・語彙問題を解く

6回 Part5(2)

品詞問題　発展編

文脈から適切な意味の語を選ぶ

複合名詞

7回 Part5(3)

動詞の形と役割

時制

態

4回 Part3(3)

設問を先に読む

図・イラスト問題を攻略する

選択肢を読む

5回 Part4(2)

場所を問う問題

職業を問う問題

次の行動を問う問題

2回 Part2(3)

「許可」「依頼」「提案」の応答の典型を覚える

音のひっかけに注意する

練習問題

3回 Part3(1)

Part3の攻略

音のひっかけに注意する

練習問題

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 Part2(1)

Part2の攻略の基本を学ぶ

WH疑問文を聞きとる

キーワードをとらえる

到達目標 TOEIC試験で目標スコアを獲得する

使用テキスト 公式TOEIC　LISTENING & READING 問題集12

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 挽田雅子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
TOEICの試験形式に慣れ、聴解力、語彙力、読解力の強化をめざす。

授業形態 講義
TOEIC頻出の文法事項を理解する。

対象学年 学科
ホテル・ブライダル・エアライン・

鉄道・国際ビジネス科

科目名 TOEIC Ⅱ ACMP①
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

期末試験

テーマ

過去問題①

過去問題①

ACMP

有（通訳翻訳業界勤務歴）日高郁子、猪口明日香、加藤亜希、前田智美

英検各級の語彙、文法についての解説等
授業形態 講義

対象学年 学科
ホテル・ブライダル、エアライン、 国際ビジネス、夜間総合観光科

科目名 英検対策Ⅰ&Ⅱ

担当講師（フルネーム）

注；各クラスで取得目標級が異なる為、授業内容や進度はそれぞれ異なる。

授業概要（内容）

期末試験解説

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

本試験の自己採点及び解説

自身の弱点研究

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

後期総復習

語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文読解

英作文問題

リスニング問題

英作文問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題

リスニング問題

後期授業総括

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

4回

過去問題１⃣

5回

本試験

二次試験対策

13回

14回

15回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

期末試験対策

期末試験

二次試験対策

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題②

過去問題③

過去問題③

過去問題①

英検2026年度に合格できる力をつける。

2026年度版　英検過去6回全問題集（旺文社）

・期末試験70％　平常点30％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

1回

2回

3回

授業内容

語彙問題

会話問題

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

長文問題、語彙を学ぶとともに英文の基本構成を学ぶ。

リスニング問題

英作文指導

学生は担当講師による指摘箇所の予習、復習、語彙強化に努めること。

作文指導（取得目標級により異なる）

文型、熟語の習得及び作文指導に於いては、自己の意見を表現できるようにする。

到達目標

使用テキスト

成績評価方法
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

15回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

13回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

14回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

11回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

12回 デザイン制作

Canvaを利用したデザイン制作

9回 AI活用

言語生成AI GoogleGemini

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

10回 AI活用

言語生成AI MicrosoftCopilot

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

7回 Office365

PowerPoint練習

8回 AI活用

言語生成AI ChatGPT

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

5回 Office365

PowerPoint練習

6回 Office365

PowerPoint練習

3回 Office365

PowerPoint練習

4回 Office365

PowerPoint練習

Office365

PowerPoint練習

2回 Office365

PowerPoint練習

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回

到達目標 パソコンの構成を理解しメールやクラウドなどのユーティリティを正しく理解し活用できるようにする

使用テキスト オンラインマニュアル

成績評価方法
課題／小テスト70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 財津克宜 有（IT業界勤務歴）

授業概要（内容）
パソコンの基本的構成やよく使うソフトウェアを知る

授業形態 講義＆演習
メールやクラウドの使い方を習得しIT全般のスキルアップをはかる

対象学年 学科 国際ビジネス／エアライン

科目名 コンピュータ CP
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

過去問題

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 社会人としての心構え

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

過去問題

社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。

期末試験

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

ビジネスマナー他

社会人としての心構え

ビジネスマナー他

8回 過去問題

9回 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

15回 期末試験

過去問題

過去問題7回

10回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

5回 過去問題

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

6回

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

2回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

テーマ 授業内容

後期授業の進め方について

1回 過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中　友加利　池田 香織

到達目標 ビジネス能力検定ジョブパス3級合格を目指す。（１２/６（日)受験）

使用テキスト ビジネス能力検定3級テキスト２０２６年度版

・社会人になるための心構え、また専門学校での過ごし方を学ぶ。

・社会の仕組みの理解と社会人としてのビジネスマナーを習得する。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル・国際ビジネス・エアライン・鉄道

科目名 ビジネスマナー ACMP

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

１２/６（日)試験の自己採点をする

4回 過去問題

3回

11回

12回 自己採点

過去問題 過去問題を解き、問題に慣れ出題傾向を知る。
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 就職活動講座 C

担当講師（フルネーム） 猪口明日香 無

授業概要（内容）
　・しっかりした自己分析を行い、自身のアピールポイントを明確にする

授業形態 講義＆演習
　・就職希望先を明確にし、面接での対応力を身に付ける

到達目標 就職面接において的確な受け答えができるようになる

使用テキスト  専門学校生のための就職内定 基本テキスト／EMPLOYMENT NOTE 2026（就職ノート）

成績評価方法
・提出物・課題70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回 実習報告①

・実習後教育（プレゼンテーション資料作成・発表準備）

・企業実習のお礼状作成

2回 実習報告②

・実習後教育（プレゼンテーション資料作成・発表準備）

・前回の続き

3回 実習報告③

・実習後教育（発表）

・実習で学んだことの共有

4回 就職する業界・企業研究

・就職する業界の決定

・企業のリストアップ・研究

・面談

5回 就職活動について

・就職活動の流れ

・学校求人（推薦・専願・特定校枠）企業の受験に向けてスケジュールの確認

6回 エントリーシート①

・就職セミナーのエントリーシート作成

7回 エントリーシート②

・就職セミナーのエントリーシート作成

・前回の続き

8回 エントリーシート③

・就職セミナーのエントリーシート作成

・前回の続き

9回 エントリーシート④

・就職セミナーのエントリーシート作成

・前回の続き

10回 エントリーシート⑤

・就職セミナーのエントリーシート作成

・前回の続き・提出

11回 面接対策①

・面接の種類と心構え

・面接官の視点を知る

・好印象を与える話し方／言葉遣い

12回 面接対策②

・模擬面接実施

13回 面接対策③

・模擬面接実施

14回 就職セミナー振り返り

・就職セミナーの振り返り

15回 まとめ

・これからの就職活動に対する準備

・内定前、内定後の流れの説明等
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

世界史の中の人物

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 　働く環境を考える

 ＳＰＩ言語　文章問題⑤

 時事　現代世界の人物を知ることにより時事問題にアプローチする

 ＳＰＩ言語　文章問題③

時事用語解説

 文化史　  文化・芸術史を学び、教養として芸術作品を知る

 期末試験３０分

 時事用語を知り、時事問題に取り組む

 ＳＰＩ言語　行為の関係

 労働・社会保障　労働者は守られているか？

 残りの時間は「時事問題を考える」ニュースサイトの活用方法

名言・名句　　　

 思想史　　思想家の名言・名句と著書

 ＳＰＩ言語　ことわざ・慣用句

8回 現代日本の人物

9回

15回 　後期末試験　　

日本史の中の人物

日本史の中の人物

 ＳＰＩ言語　文章問題②

7回

10回 現代世界の人物

 四字熟語テスト⑥

 時事　現代日本の人物を知ることにより時事問題にアプローチする

 ＳＰＩ言語  　原料（加工物とその原料）

 世界史　　世界史上の出来事を追い、人物と「何」が起きたのか？見る

 ＳＰＩ言語　　複数の意味（意味や用法が近いもの）

5回 世界地理②

 四字熟語テスト④

 日本史　　日本史上の人物に焦点をあて、歴史をみる（誰が何をしたか）①

 ＳＰＩ言語　包含・用途・機能

 ＳＰＩ言語　文章問題①

 四字熟語テスト⑤

 日本史　　日本史上の人物に焦点をあて、歴史をみる（誰が何をしたか）②

6回

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味①語句の意味が正しいもの

 世界地理　 世界各地の気候、産物と産地から地球温暖化を考える①

 四字熟語テスト②

 ＳＰＩ言語　　ことばの意味②意味に適合する語句

 四字熟語テスト③

 世界地理　 世界各地の気候、産物と産地から地球温暖化を考える②

 日本地理　 日本の気候、産地と産物から気候変動を考える①

2回 日本地理  ＳＰＩ言語　　反意語（意味や内容が反対の語）

 四字熟語テスト①　課題（四字熟語）を６回に分けて小テスト

テーマ 授業内容

 授業方針説明、就職試験の実態を知る

1回 ＳＰＩを知る

　　＊課題（四字熟語）の提出

 ＳＰＩ言語　　同意語（意味や内容が近い語）

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本真美

到達目標 筆記試験の点数を確実に取るために基礎知識の向上を目指し、時事問題にも強くなる

使用テキスト 一般常識＆時事/一問一答　（高橋書店）

就職試験における筆記試験分野・言語系の対策授業
授業概要（内容）

対象学年 学科 エアライン科・国際ビジネス科

科目名 ＳＰＩ言語対策 ＣＰ

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験７０％　平常点３０％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

 ＳＰＩ言語　文章問題④

4回 世界地理①

3回

11回

12回 文化史　　　　　

四字熟語  日本地理　 日本の気候、産地と産物から気候変動を考える②
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

食塩水の問題２

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 組み合わせの問題

濃度算の応用問題を解く

組み合わせの問題を解く

代入法の問題

順列の応用問題（並べ替え、色の塗り方、円順列など）を解く。

表中のＡ，Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅにあたる数を代入して式の答えを求める

期末試験

順列の問題２

8回 食塩水の問題１

9回 濃度算の標準的な問題を解く

15回 期末試験

金銭の問題

グラフの問題7回

10回 食塩水の問題３

食塩水の中の塩の量を求める基本計算を理解して問題を解く。

5回 仕事算

損益を求める問題,損益を求める問題を解く（前期の復習）

直線、放物線からなる領域の問題を解く

6回

百分率や比を使った問題を解く。

百分率や比を使った問題を解く。

2回 ハジキ問題２ 速度算の実践的な問題を解く。

テーマ 授業内容

1回 ハジキ問題１ 速さ、時間、距離を求める基本計算を確認する。

無担当講師（フルネーム） 榎木田裕夫

到達目標 ＳＰＩ、玉手箱、ＳＣＯＡなどの採用試験が解ける計算力や論理的思考能力を身につける。

使用テキスト SPI基本問題集（大和書房）

ＳＰＩは企業がおこなう就職試験です、授業では非言語（数学系）の

得点差がつきやすい計算問題や様々な論理問題を解きます。
授業概要（内容）

対象学年 学科 エアライン科・国際ビジネス科

科目名 SPI非言語対策 PC

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

順列Ｐの計算を理解し、基本問題を解く。

4回 割合の問題

3回

11回

12回 順列の問題１

ハジキ問題３ 旅人算（同じ方向に進む、反対方向に進む、向きあう）を解く。
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1・2年共通 学期 後期のみ

クラス

実務経験

班に分けて駅構内の位置関係（改札、トイレ、券売機、エレベーター、コインロッカー、コンビニ、出口

乗り換えの線など）を意識しながらレイアウトを考え、実際外国人に見せながら案内ができるように

やさしい地図をみんなで作る。

各班で作った地図を見ながら演習の形で発表をする。

発表後、どの班の地図が分かりやすかったかを外国人の気持ちになって考え、話し合う。

まとめと実践練習

ペアになって実践演習

ホテルや旅館など宿泊施設を利用する方法について案内

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

福岡駅、薬院駅にて実践（ボランティアガイド）をする。

ペアになって実践演習

特定の駅から駅までの「バスやタクシー」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

「～を渡って、～を曲がって」「～分くらいかかります」「歩いて～分です」など、所要時間の伝え方

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

まとめと実践練習

「右、左、まっすぐ、手前、奥」など、基本的な方向の表現を覚える。

「～の隣、～の向かい、～の角」など、位置関係を表す言葉を覚える。

ペアになって単語や表現を調べる。

特定の駅から駅までの「電車・地下鉄」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ホテルや旅館など宿泊施設を利用する方法について案内

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

班に分けて駅構内の位置関係（改札、トイレ、券売機、エレベーター、コインロッカー、コンビニ、出口

各班で作った地図を見ながら演習の形で発表をする。

発表後、どの班の地図が分かりやすかったかを外国人の気持ちになって考え、話し合う。

施設までの案内

11回

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

特定の駅から駅までの「バスやタクシー」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

「～を渡って、～を曲がって」「～分くらいかかります」「歩いて～分です」など、所要時間の伝え方

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

8回 方向とランドマーク

15回 実践

徒歩での経路案内

13回

14回 実践練習

駅構内の地図をつくる。

12回

9回 交通機関の利用案内Ⅰ

10回 交通機関の利用案内Ⅱ

乗り換えの線など）を意識しながらレイアウトを考え、実際外国人に見せながら案内ができるように

やさしい地図をみんなで作る。

6回 駅構内の地図をつくる。

実践練習7回

徒歩での経路案内

交通機関の利用案内Ⅱ

単位数

期末試験 2 期末試験なし

成績評価方法

テーマ

1回

公共交通機関、施設など、ガイド現場でよく使われる表現を理解し、適切にコミュニケーションが取れる。

韓国語50%＋英語50%

使用テキスト なし

特定の駅から駅までの「電車・地下鉄」の乗り方、料金、乗り場の説明

スピーキングテスト、出席率、授業態度を評価とする。

5回 施設までの案内

「右、左、まっすぐ、手前、奥」など、基本的な方向の表現を覚える。

「～の隣、～の向かい、～の角」など、位置関係を表す言葉を覚える。

ペアになって単語や表現を調べる。

方向とランドマーク

2回 交通機関の利用案内Ⅰ

4回

3回

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 通訳ガイド

授業内容

2

担当講師（フルネーム） 権京愛 / Patricia Sharon Brown

到達目標

C.D

日本を訪れる旅行者にわかりやすく説明できるための実践的な語学の
授業形態授業概要（内容） 講義＆演習

無

ガイドスキルを習得し、実際のガイド現場で役立つ応用力を養います。
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

使用テキスト

シラバス・成績評価について

Finding Mr. Right―Bridget Jones's Diary ―

Email: A Communication Revolution―You've Got M@il―

2回 UNIT 2

期末試験 1 授業中に実施

14回 期末テスト

後期期末テスト

15回 後期総括

後期振り返りとまとめ

映画を英語字幕で鑑賞②

12回 UNIT 12

Getting Rid Of The Politicians―Dave―

13回 映画鑑賞

映画を英語字幕で鑑賞①

10回 UNIT 10

11回 UNIT 11

The Price Of Fame―The Bodyguard―

Hollywood Laughs At Hollywood―America's Sweethearts―

8回 UNIT 8

9回 UNIT 9

Who Am I? ―Bicentennial Man―

Thrills And Chills―Speed―

6回 UNIT 6

7回 UNIT 7

Over The Rainbow―The Majestic―

Figuring Life Out―Cast Away―

4回 UNIT 4

5回 UNIT 5

Working Women And The American Dream―Working Girl―

The Communication Of Love―I am Sam―

3回 UNIT 3

Love And Courage―Titanic―

テーマ 授業内容

1回
オリエンテーション/

UNIT 1

到達目標 英語表現を定着させ、映画場面を基に自分の考えを簡単な英語で発信できる

映画英語ワークショップ(Integrated Skills Through Movies)

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 猪口　明日香 無

授業概要（内容）
映画の名場面を通して、実用的な英語表現を学び、聞く・話す・考える力を

授業形態 講義
統合的に伸ばす

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 英語表現法 C１
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

復習・期末テスト

期末テストのフィードバック ・　文化紹介

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

3回

11回

12回 過去問を解く

過去問を解く

過去問を解く7回

10回

過去問を解く

授業形態

成績評価方法
・期末試験50％　平常点50％（小テスト含む）

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

TOPIKに特化した文法や表現を学び、問題形式になれる。

語学力を高め,リスニング力をつける。
授業概要（内容）

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 TOPIK対策 C2

講義

2回 過去問を解く 単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

無担当講師（フルネーム） 権京愛

到達目標 各自目標しているTOPIKの級を獲得する。

使用テキスト パランセ韓国語　中級（朝日出版社）

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習5回 過去問を解く

テーマ 授業内容

1回 過去問を解く 単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

過去問を解く

4回

15回 まとめ

過去問を解く

過去問を解く

過去問を解く

9回

6回

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末テスト

過去問を解く

過去問を解く

8回
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回 期末テスト

後期期末テスト

15回 後期総括

後期振り返りとまとめ

12回 Chapter 12

Meal Kits - Mealtime Inspiration

関係代名詞(1)

TOEIC 練習問題

13回 Chapter 13

Florida Man - Stgrange But True

関係代名詞(2)

TOEIC 練習問題

10回 Review of Chapter 9 & 10

Chapter 9 & 10 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

11回 Chapter 11

Survivors - Uninhabited Island

分詞構文

TOEIC 練習問題

8回 Chapter 9

Wild Swimming - Stress Buster

形式主語・形式目的語について

TOEIC 練習問題

9回 Chapter 10

Crazy Stunts - It's a Tough Business

分詞について

TOEIC 練習問題

6回 Chapter 8

Detection Dogs - Smells And Treats

不定詞と動名詞ついて

TOEIC 練習問題

7回 Review of Chapter 7 & 8

Chapter 7 & 8 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

4回 Review of Chapter 5 & 6

Chapter 5 & 6 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

5回 Chapter 7

Have You Ever … - I've Never Done That

接続詞について

TOEIC 練習問題

2回 Chapter 5

Cat Tails - Superstar Vet

節について

TOEIC 練習問題

3回 Chapter 6

Sus - Smash Hit

文の種類について

TOEIC 練習問題

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 オリエンテーション

シラバス・成績評価について

前期の振り返り

到達目標 新しい知識と実践的な英語リーディング力をつけ、TOEICのスコアアップを目指す

使用テキスト READING PALETTE

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 秋満　陽子 有（エアライン業界勤務歴）

授業概要（内容）
英語リーディングに必要な文法やスキルを身につけ、英文を手際良く

授業形態 講義
読解する力を伸ばす

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 リーディング C
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1年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

何がしたいですが

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 携帯電話で注文すると

尊敬語

どんな～

お～になる

～なら

キムチ辛くないですか

～でしょう？

～してください

テスト

～してください

意志の表現

不規則用言

フィードバック

遅くなってすみません

理由の～して

～ですね

8回 今何していますか

9回 ～したい

15回 期末テスト

面白かったですか

いつまでですか

曜日

7回

10回 どどんんなな料料理理ががおお好好みみでですすかか

～しましょうか

～して（並列）

～より

5回 日本より高くない

過去形

～に

～から～まで

時間

～に

6回

～で（場所）・～を

方向助詞

否定形

～から～まで

否定の表現

～で（方法・手段）

へヨ体

2回 韓国料理が好きですか 何

指示語

へヨ体

テーマ 授業内容

年/月/日

1回 誕生日はいつですか

ありますか

～をを使う動詞

有（通訳翻訳業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 金　惠貞

到達目標 日常会話ができる

使用テキスト カチガヨ

韓国語基本文法を使って文章を完成する

日常会話の練習をする
授業概要（内容）

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 韓国語会話 C

講義授業形態

成績評価方法
期末テスト70％　平常点30％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

～することができる

4回 空港へ行きますか

3回

11回

12回 名前を書いてください

友たちに会います 指示語（場所）
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1年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

実習授業形態

成績評価方法
成績評価はしないが、インターンシップ先の企業からの評価結果を学生に伝え、

単位数 1
必要と判断した場合は、面談等の指導を実施する。

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 企業実習1 C

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 猪口　明日香

到達目標 実務に必要な能力を身につけ、社会人としての心構えと自覚を持つ

使用テキスト なし

学外での実習を通して、実務の習得や社会人として必要な能力や

責任を理解する
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

５日間 インターンシップに参加する上での基礎知識や心構えを習得する。
就業体験をとおして、配属された部署での実際の業務、一日の流れを知り、社会人としての責任感を理解する。

期末試験 2 期末試験なし
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

テーマ 授業内容

英作文を書くための基礎的な文法を復習するとともに

英語でのエッセイの書き方を学ぶ。

使用テキスト ①①Everyday English Grammar <Fourth Edition>　　/ ②②Working Up Paragtaph Writing / 　　ププリリンントト等等

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 英作文演習 D

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

3回

分詞構文とは

分詞構文の作り方

理由を説明するパラグラフ

4回

完了形とは

自分の好きなこと、物について好きな理由を説明する

1回

直接話法から間接話法に変える

Unit4　空間配列のパラグラフ

2回

仮定法の種類

仮定法の作り方

空間配列のパラグラフ→行きたい場所についての英作文

5回

過去完了形の作り方

過去完了形を使う時のシチュエーションを学ぶ

6回 Unit6

関係代名詞を使って文章を作る

過程のパラグラフ

過去完了形

Unit5

7回 Unit6

順を追って説明する方法を学ぶ

8回 Unit6

自分の得意料理の作り方を説明しよう

　

9回 Unit7

分類のパラグラフ

　

10回 Unit7

人、物などをグループやカテゴリーに分け、明確に説明する

　

11回 Unit7

スポ―ツ、またはテレビ番組のジャンルについて分類し、それぞれの説明をする

12回 Unit8

比較のパラグラフ

　

13回 Unit8

日本と外国、東京と他の都府県、学生と社会人、など、比較できるものを考え、

それについての英作文を書いてみよう

14回 期末テスト

　

期末テスト（授業中に期末テストを行います）

15回 後期の総復習

期末テスト返却

後期総復習

授業概要（内容） 授業形態 講義

到達目標 英検準2級〜2級レベルの英作文が書けるようにする。※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2

期末試験 1 授業中に実施

現在完了形

間接話法・直接話法

Unit4

仮定法

Unit4

分詞構文

Unit5

Unit5
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson11

大学に行くべきか

15回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson12/スピーキングテスト

ある年齢を超えたら自動車の運転はすべきではないか

12回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson9

公共交通機関に優先席は必要か

13回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson10

紙の本は電子書籍に切り替えるべきか

10回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson7

小学生から英語を教えることは良いか

11回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson8

高校生は積極的にアルバイトをすべきか

8回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson5

ペットは飼うべきか

9回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson6

都会は田舎より住みやすいか

6回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson3

将来の夢

7回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson4

インターネットは子供に良くないか

4回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson1/スピーキングテスト

趣味について

5回
ロジカルスピーキング

スタンダード

Lesson2

行ってみたい都市や国

2回 TGGオンライン

Lesson7

上級: 薬局/クリニック2、中級: クリニック/機内/おみやげ売り場 2

初級: クリニック/機内/お土産売り場3

3回 TGGオンライン

Lesson8

上級: 食料品店/ファストフード2、中級: 学生課、本屋、カフェ 2

初級: レストラン/旅行代理店/ホテル2

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回 TGGオンライン

Lesson6/スピーキングテスト

上級: 学生課/本屋1、中級: レストラン/旅行代理店/ホテル2

初級: 薬局、スーパーマーケット、ファストフード3

到達目標 質問に対して付加情報を加えて話せるようになる

使用テキスト Logical Speaking Standard　（ロジカルスピーキング スタンダード）　WORKBOOK ※ヘッドセット持参のこと

成績評価方法
・オンラインレッスン評価70％　平常点30％（出席点＋スキル別トレーニング）

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 猪口　明日香 無

授業概要（内容）
「やりとり」に特化したレッスンを行う。自分の話したい内容を英語で考える。

授業形態 講義＆演習
実際の会話のような「即興性」を身に付ける。

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 オンライン英会話 D

レベルによって内容は異なる

TGGオンライン

上級/中級/ 初級
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

Using different expressions to give opinion on the topic

4回
Unit 8

Eating Out

3回

11回

12回 Unit 12 Spending Money

Unit 7
Image

授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 国際ビジネス科・夜間総合観光科

科目名 英会話 DY

無担当講師（フルネーム）

日常会話の中で様々な話題について話す練習すること。

到達目標 生徒が英語で様々トピックについてより自信を持って話せるようになる。

使用テキスト The English Course, Book 1, Discussion by Gary Ireland and Max Woollerton

答えの理由を述べたり、質問したりすることも練習する。
授業概要（内容） 講義

テーマ 授業内容

Welcome students back to school.

1回
Welcome Back

Syllabus Explanation
Review Activities Do some activities that cover the topics we did in the first semester.

Explain the syllabus and expectations.

Tasks 1 - 3, Question and Answer

2回
Unit 7
Image

Vocabulary

Roleplays

Tasks 7-8, Question and  Answer

Answer final question(s) and submit for grading.

Vocabulary

Tasks 1 - 3, Question and Answer

Roleplays

Tasks 7-8, Question and  Answer

Using different expressions to give opinion on the topic

Answer final question(s) and submit for grading.

5回
Unit 8

Eating Out

Tasks 1 - 3, Question and Answer

Vocabulary

Answer final question(s) and submit for grading.

Roleplays

Tasks 7-8, Question and  Answer

Using different expressions to give opinion on the topic

6回
Unit 9
Family

Unit 9
Family

Answer final question(s) and submit for grading.

7回

10回
Unit 11

Interests

Tasks 1 - 3, Question and Answer

Vocabulary

Roleplays

Tasks 7-8, Question and  Answer

8回
Unit 10

Social Networking

9回 Using different expressions to give opinion on the topic

15回
Units 10, 11 & 12

Review

Vocabulary

Roleplays

Task 9

Tasks 7-8, Question and  Answer

Using different expressions to give opinion on the topic

Answer final question(s) and submit for grading.

Task 9

Tasks 7-8, Question and  Answer

Answer final question(s) and submit for grading.

Vocabulary

Roleplays

Unit 11
Interests

Using different expressions to give opinion on the topic

Tasks 1 - 3, Question and Answer

Unit 12 Spending Money

Patricia Brown

Unit 10
Social Networking

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 Units 7, 8 & 9 Review

Tasks 1 - 3, Question and Answer
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2年 学期 通年

クラス

実務経験

テーマ 授業内容

1回
前期の総復習

Part5

品詞（名詞、形容詞、副詞)の見分け方　品詞問題の解き方

Part5 品詞以外にも前期に学んだことを生かしてPart5を解く方法を復習する

単語テスト

2回
分詞の形容詞的用法

＆分詞構文
Part4

分詞の形容詞的用法、分詞構文

Part4 Part5

単語テスト

3回 Part7

Part7(長文の解き方)

Part5

単語テスト

4回
動詞の形
名詞・冠詞

part6

動詞の形　名詞・冠詞

Part6 Part5

単語テスト

5回
関係代名詞

Part3

関係代名詞

Part3  Part5

単語テスト

6回
関係副詞

Part4

関係副詞、関係代名詞と関係副詞の置き換え

Part4 

単語テスト

7回
仮定法
Part1&2

仮定法

Part1 Part2 Part5 Part6

単語テスト

8回 比較級

比較級

Part7 Part5

単語テスト

様々なthatの用法

単語テスト

12回 リスニング全般

Part1～4

単語テスト

9回
模擬テスト
(リスニング)

模擬テストリスニング

解答

単語テスト

10回
模擬テスト

(筆記)

模擬テスト筆記

解答

　

15回 期末テスト

　

期末テスト

日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
語彙力を高め、音読、シャドウイングなどでリスニング力を強化して

授業形態 講義
スコアアップにつなげる。問題を数多く解き、トレーニングする。

13回 リーディング全般

Part5～7

単語テスト

14回 文法総復習

Part5

これまでの文法の総復習

単語テスト　期末テスト対策

11回 that節

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 TOEIC D

担当講師（フルネーム）

期末試験 1 授業中に実施

到達目標 各自の目標スコアを達成する。※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

使用テキスト TOEIC L&R戦略的トーレーニング：レベル600

成績評価方法
・期末試験50％　単語熟語テスト30％　平常点20％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

14回 後期期末テスト

後期期末テスト

15回 後期総括

後期振り返りとまとめ

12回 Chapter 13

Chapter 13 - Alien Life

TOEIC練習問題

エッセイ構造を理解する

13回 Review of Chapter 12 & 13

Chapter 12 & 13 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

10回 Review of Chapter 10 & 11

Chapter 10 & 11 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

11回 Chapter 12

Chapter 12 - Plant Milk

TOEIC練習問題

ディスコースマーカーに着目する

8回 Chapter 10

Chapter 10 - Rowing across the Atlantic

TOEIC練習問題

未知語の意味を推測する

9回 Chapter 11

Chapter 11 - Rollercops

TOEIC練習問題

代名詞についていく

6回 Chapter 9

Chapter 9 - Sounds of the Sea

TOEIC練習問題

単語を分解して意味を考える

7回 Review of Chapter 8 & 9

Chapter 8 & 9 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

4回 Review of Chapter 6 & 7

Chapter 6 & 7 確認テスト　

TOEIC実践問題にチャレンジ

5回 Chapter 8

Chapter 8 - What 3 Words

TOEIC練習問題

内容語と機能語を区別する

2回 Chapter 6

Chapter 9 - Underwater Monsters

TOEIC練習問題

背景知識を活性化させる

3回 Chapter 7

Chapter 7 - Flash Fiction

TOEIC練習問題

背景知識を活用する

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 オリエンテーション

シラバス・成績評価について

前期の振り返り　

長文読解のための品詞と文型の復習

到達目標 新しい知識と実践的な英語リーディング力をつけ、TOEIC、英検のスコアアップを目指す

使用テキスト READING PALETTE

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 秋満　陽子 有（エアライン業界勤務歴）

授業概要（内容）
英語リーディングに必要な文法やスキルを身につけ、英文を手際良く

授業形態 講義
読解する力を伸ばす

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 リーディング D
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2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

期末試験

テーマ

韓国語の自己紹介

K-POP①

D

有（通訳翻訳業界勤務歴）森田　由季

韓国のエンタメ、伝統文化・食文化を通して、基礎的な韓国語表現を実践的に
授業形態 講義

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 エンタメで学ぶ韓国語

担当講師（フルネーム）

学び、韓国への関心と理解を深める
授業概要（内容）

・一年間のまとめ

・歌詞の中のフレーズ、単語の練習

・韓国の遊びを楽しむ

・グループに分かれて対決

・リアクションを韓国語で言う

・期末テスト

・理解度の確認

・おみじゃ茶をはじめとした韓国の伝統茶を紹介

・韓国の伝統食材と日本の食材の比較

・韓国のアニメはどんなものがある？

・使用されているフレーズの練習

・日本アニメとの相違点と共通点

・韓国の様々な音楽、グループを紹介

・期末テストの開設

・ソウル、プサン以外の地域を紹介

・地方のグルメ、観光地を紹介します

・寒さ厳しい韓国の秋冬グルメを紹介

・韓国のチェーン店を紹介

・韓国語ですぐに使える接客用語を紹介

・お客さまを韓国語でおもてなし

・街中での道案内

・グループに分かれてクイズ形式でロープレ

・商業施設内を想定した道案内

・場所だけではなく、商品も一緒にご案内できるようになる

・ソウルとプサンの違いを紹介

・名産品、方言、交通などを解説

・プサン弁を使ってみよう！

4回 道案内①

5回 道案内②

ソウルとプサン

13回

14回

15回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

期末テスト

総括

韓国のその他の地域と特色

韓国の秋冬グルメ

韓国語で接客

韓国の伝統茶・薬膳

韓国のアニメ

Ｋ－ＰＯＰ②

韓国の伝統の遊び総まとめ

韓国ドラマ

韓国文化への理解と興味を深める

毎授業のテーマに沿ったパワーポイントと自作のプリントを使用予定です

毎授業の積極性と期末テストの理解度により判断
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

1回

2回

3回

・後期の授業の進め方

・韓国語で自己紹介をしてみよう！

・今話題のK-POPアーティストの歌詞を紹介

・韓国ドラマから、韓国語の日常会話を学ぶ

・日常的に使えるフレーズの練習

・役になり切ったロープレ

・サビをみんなで歌う

・韓国アイドルのトレンド

到達目標

使用テキスト

成績評価方法
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

14回 期末テスト

期末テスト

15回 総括

後期総括

12回 音楽 3

洋楽を聞きながら、リスニング力や発音、語彙力を向上させる

歌詞を理解することで、文化的な背景やネイティブの表現を学ぶ

13回 音楽 4

洋楽を通して、リスニング力や発音、語彙力を向上させる

歌詞を理解することで、文化的な背景やネイティブの表現を学ぶ

10回 シットコム(Sitcom) 1

シチュエーション・コメディを通して人物の会話ややり取りから、自然な英語表現やスラング、

文化的背景を学ぶ

11回 シットコム(Sitcom) 2

シチュエーション・コメディを通して人物の会話ややり取りから、自然な英語表現やスラング、

文化的背景を学ぶ

8回 ニュース 1

英語ニュースを通して、沢山の単語やイディオムに触れる

実践的な英語表現をインプット・アウトプットする

9回 ニュース 2

英語ニュースを通して、沢山の単語やイディオムに触れる

実践的な英語表現をインプット・アウトプットする

6回 アニメーション 1

発音が聞き取りやすいアニメを通して、単語やフレーズのニュアンスの違いを感覚的に理解する

家庭内や学校内などでの日常会話を通して生きた会話を習得する

7回 アニメーション 2

発音が聞き取りやすいアニメを通して、単語やフレーズのニュアンスの違いを感覚的に理解する

家庭内や学校内などでの日常会話を通して生きた会話を習得する

4回 映画 1

映画を通して、リスニング力や発音、自然な英語表現を学ぶ

映像と音声が結びつくことで、記憶に残りやすく、実践的な会話表現を学ぶ

5回 映画 2

映画を通して、リスニング力や発音、自然な英語表現を学ぶ

映像と音声が結びつくことで、記憶に残りやすく、実践的な会話表現を学ぶ

2回 音楽 1

洋楽を聞きながら、リスニング力や発音、語彙力を向上させる

歌詞を理解することで、文化的な背景やネイティブの表現を学ぶ

3回 音楽 2

洋楽を通して、リスニング力や発音、語彙力を向上させる

歌詞を理解することで、文化的な背景やネイティブの表現を学ぶ

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 Orientation

シラバス・成績評価について

導入授業

到達目標 就労後、自信を持って英語で接遇ができるようになる

使用テキスト プリント対応

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） Pat Brown 　秋満 陽子 有（エアライン業界勤務歴）

授業概要（内容）
海外のドラマ、ニュース、音楽等のエンターテイメントを通して

授業形態 講義
楽しみながら生きた英語を身に付ける

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 エンタメで学ぶ英語 D
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 国際ビジネス／エアライン

科目名 コンピュータ DQ

担当講師（フルネーム） 財津克宜 有（IT業界勤務歴）

授業概要（内容）
パソコンの基本的構成やよく使うソフトウェアを知る

授業形態 講義＆演習
メールやクラウドの使い方を習得しIT全般のスキルアップをはかる

到達目標 パソコンの構成を理解しメールやクラウドなどのユーティリティを正しく理解し活用できるようにする

使用テキスト オンラインマニュアル

成績評価方法
課題／小テスト70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

期末試験 2 期末試験なし

テーマ 授業内容

1回

4回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

2回

6回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

3回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

8回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

5回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

10回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

7回 個別課題

個別に設定した課題に取り組む

※ポスター制作、Youtube制作、動画制作、ゲーム関連（AmangUSなど）、タイピング、Googleツール

　プログラミング、MOS試験対策、Web各種試験対策 など

12回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

9回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

14回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

11回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

15回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う

13回 Webコンテンツ制作

Webコンテンツ制作

※習得達成した学生はタイピング, デザイン, Office365/Googleツールの演習を行う
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1・2年共通 学期 後期のみ

クラス

実務経験

班に分けて駅構内の位置関係（改札、トイレ、券売機、エレベーター、コインロッカー、コンビニ、出口

乗り換えの線など）を意識しながらレイアウトを考え、実際外国人に見せながら案内ができるように

やさしい地図をみんなで作る。

各班で作った地図を見ながら演習の形で発表をする。

発表後、どの班の地図が分かりやすかったかを外国人の気持ちになって考え、話し合う。

まとめと実践練習

ペアになって実践演習

ホテルや旅館など宿泊施設を利用する方法について案内

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

福岡駅、薬院駅にて実践（ボランティアガイド）をする。

ペアになって実践演習

特定の駅から駅までの「バスやタクシー」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

「～を渡って、～を曲がって」「～分くらいかかります」「歩いて～分です」など、所要時間の伝え方

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

まとめと実践練習

「右、左、まっすぐ、手前、奥」など、基本的な方向の表現を覚える。

「～の隣、～の向かい、～の角」など、位置関係を表す言葉を覚える。

ペアになって単語や表現を調べる。

特定の駅から駅までの「電車・地下鉄」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ホテルや旅館など宿泊施設を利用する方法について案内

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

班に分けて駅構内の位置関係（改札、トイレ、券売機、エレベーター、コインロッカー、コンビニ、出口

各班で作った地図を見ながら演習の形で発表をする。

発表後、どの班の地図が分かりやすかったかを外国人の気持ちになって考え、話し合う。

施設までの案内

11回

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

特定の駅から駅までの「バスやタクシー」の乗り方、料金、乗り場の説明

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

「～を渡って、～を曲がって」「～分くらいかかります」「歩いて～分です」など、所要時間の伝え方

旅行者にどんなことを聞かれるかを一緒に考え、その質問に答える表現も一緒に考えて調べる。

ペアになって実践演習

8回 方向とランドマーク

15回 実践

徒歩での経路案内

13回

14回 実践練習

駅構内の地図をつくる。

12回

9回 交通機関の利用案内Ⅰ

10回 交通機関の利用案内Ⅱ

乗り換えの線など）を意識しながらレイアウトを考え、実際外国人に見せながら案内ができるように

やさしい地図をみんなで作る。

6回 駅構内の地図をつくる。

実践練習7回

徒歩での経路案内

交通機関の利用案内Ⅱ

単位数

期末試験 2 期末試験なし

成績評価方法

テーマ

1回

公共交通機関、施設など、ガイド現場でよく使われる表現を理解し、適切にコミュニケーションが取れる。

韓国語50%＋英語50%

使用テキスト なし

特定の駅から駅までの「電車・地下鉄」の乗り方、料金、乗り場の説明

スピーキングテスト、出席率、授業態度を評価とする。

5回 施設までの案内

「右、左、まっすぐ、手前、奥」など、基本的な方向の表現を覚える。

「～の隣、～の向かい、～の角」など、位置関係を表す言葉を覚える。

ペアになって単語や表現を調べる。

方向とランドマーク

2回 交通機関の利用案内Ⅰ

4回

3回

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 通訳ガイド

授業内容

2

担当講師（フルネーム） 権京愛 / Patricia Sharon Brown

到達目標

C.D

日本を訪れる旅行者にわかりやすく説明できるための実践的な語学の
授業形態授業概要（内容） 講義＆演習

無

ガイドスキルを習得し、実際のガイド現場で役立つ応用力を養います。
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

この学校で学んだこと
これからずっと忘れないでいてほしいこと

ストレスの仕組み
各々のストレス解消法について

報告・連絡・相談の重要性について

他科の授業を受けてみよう①

企業出前授業

「怒り」の種類について
アンガーマネジメントとは
怒りのコントロール

「できる社員」と「できない社員」の違いとは

他科の授業を受けてみよう②

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 生活習慣について

ライフイベントやリスクを知ろう

保険について知ろう

新入社員が抱えやすい悩みと、対策・解決方法を考える

なんのために働くのか
社会・企業の仕組み
役職について

9回

15回 まとめ

7回

10回 あなたの知らない世界①

8回
報告
連絡
相談

効率
生産性

6回 ストレス

アンガーマネジメント

2回 イントロデュース②

4回 「働く」

3回

授業内容

1回 イントロデュース
成績評価と授業スケジュールの説明
交流会準備

5回 ルール
社会のルール
企業のルール「就業規則」

新入社員

学科合同交流会

テーマ

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西　翼／猪口　明日香

到達目標 社会人としての基礎知識を身に付けるとともに、困難を楽しく生き抜く力を養う

使用テキスト 適宜プリント

授業を通して社会人になった際の知識（考え方、動き方含む）を事前に身につける
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科、国際ビジネス科

科目名 フレッシャーズ教育 ED

講義授業形態

成績評価方法
授業態度・積極性や出席率により評価する。

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

年金について知ろう

ライフイベントやリスクを知ろう

11回

12回 マネーセミナー①

あなたの知らない世界②

マネーセミナー②
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2年 学期 後期のみ

クラス

実務経験

時間の経過・行事

4回 伝え合ってみましょう

3回

11回

12回 過去・現在・未来

伝え合ってみましょう 自己紹介・名前の表し方

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・期末試験５０％　平常点５０％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 手話 D

有（エアライン業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 江口由香

到達目標 手話でコミュニケーション

使用テキスト 手話テキスト配布

聴覚障害について理解を深め、聴覚障碍者のお客様とコミュニケーションのあり方を学ぶ
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

きこえないとは

1回 聴覚障がい者と手話 聴覚障害をとりまく環境と状況

2回 伝え合ってみましょう ものの形、表情表現方法

人物の表し方

数の表し方

数を使った接客手話

5回 数字を使って話しましょう

趣味に表現

職業の手話

6回 手話で表現してみましょう

仕事について話しましょう7回

10回 接客手話

地名の手話

交通手段の表現

手話学習まとめ

きこえないとは

8回 住所を紹介しましょう

9回 自分のことを手話で話しましょう

15回 総まとめ

実技テスト

手話歌

デフファミリーの生活

手話で表現してみよう

自己紹介まとめ

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 実技テスト

聴覚障害のお客様とのコミュニケーション
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

期末試験

テーマ

前期の復習

Ｄａｙ２３，２４

Dクラス選択

有（通訳翻訳業界勤務歴）加藤亜希

TOEICに特化した文法を基礎から復習。語彙力を高める。
授業形態 講義

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 TOEIC

担当講師（フルネーム）

リスニング力を強化する。TOEICの試験形式に慣れる。
授業概要（内容）

TOEIC　試験対策まとめ

Ｄａｙ１～Ｄａｙ２

人物の動作と状態

物の状態と位置

基本構文と応答の決まり文句

Yes/No疑問文

練習問題　　単語学習

Part１とPart２復習

Ｐａｒｔ５対策

単語チェック

復習

Part７の復習

単語チェック

時制、代名詞、語彙問題

Part６対策

単語学習

Part３対策

単語学習

オフィスでの会話１⃣、②

Ｐａｒｔ３対策

復習

期末試験対策

期末試験実施

品詞、動詞問題

Ｐａｒｔ５対策

単語学習

接続詞、前置詞問題

Part５の復習

単語チェック

日常場面での会話

単語学習

期末試験の振り返り

つなぎ言葉、文の挿入

Ｐａｒｔ６対策

復習

4回 Ｄａｙ２７

5回 Ｄａｙ２８ 

Ｄａｙ２９、３０

13回

14回

15回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

期末テスト

総復習

テキストが新しくなります

Ｄａｙ ４，５

Ｄａｙ６，７

Ｄａｙ８，９

Ｄａｙ１０，１１

Ｄａｙ１２，１３ 

Ｄａｙ１４、１５

Ｄａｙ２５，２６

TOEIC試験で目標スコアを獲得する

TOEIC　L＆Rテスト書き込みドリル『全パート入門編』　スコア５００＆『標準編』６５０【2冊使用】

・期末試験７0％　平常点３0％　
単位数 2

※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

1 授業中に実施

1回

2回

3回

授業内容

前期に学習した重要単語の確認

就職活動におけるTOEICの重要性

TOEICミニテスト

チャット、手紙、Eメール

ダブルパッセージ、トリプルパッセージ

Ｐａｒｔ７対策

単語学習

Ｐａｒｔ７対策

単語チェック

到達目標

使用テキスト

成績評価方法
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2年 学期 通年（後期）

クラス

実務経験

9回

6回

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末試験

過去問を解く

過去問を解く

8回 過去問を解く

4回

15回 まとめ

過去問を解く

過去問を解く

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習5回 過去問を解く

テーマ 授業内容

1回 過去問を解く 単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

2回 過去問を解く 単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

無担当講師（フルネーム） 権京愛

到達目標 各自目標しているTOPIKの級を獲得する。

使用テキスト パランセ韓国語　上級（朝日出版社）

TOPIKに特化した文法や表現を学び、問題形式になれる。

語学力を高め,リスニング力をつける。
授業概要（内容）

対象学年 学科 国際ビジネス科

科目名 TOPIK対策 D2

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験50％　平常点50％（小テスト含む）

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

過去問を解く

3回

11回

12回 過去問を解く

過去問を解く

過去問を解く7回

10回

過去問を解く

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

期末試験

期末テストのフィードバック ・　文化紹介

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

単語、熟語を覚える。聞き取り、読解練習

− 194 −


